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総合評価

テキスト 「新編   マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）コロナ社）社）

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2019年度シラバスシラバス

計算機工学 (Computer Architecture)

電気工学科・3年・通年・必修・2単位 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）技術の基礎を基礎をを2部に分け，に分け，分け，け，1部に分け，をディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，基礎を，2部に分け，をマイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）基礎をとして学ぶ．マイクロ学ぶ．マイクロマイクロ
コンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメパーソナ社）ル基礎，コンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）として学ぶ．マイクロ広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメく使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメわれて学ぶ．マイクロいるが，メカトロニクスの基礎を頭脳でもあるので，どちらかといえばメでもあるの基礎をで，どちらかといえばメメ
カトロニクスの基礎を応用を念頭において学ぶ．を念頭に分け，おいて学ぶ．マイクロ学ぶ．マイクロCPUの基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ機種に依存しないように説明するが，に分け，依存しないように説明するが，しないように分け，説明するが，するが，3年生とと4年生との基礎を電気工学
実験ででPICを使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメうの基礎をで，PICの基礎をハードウエア，ソフトウエアを中心に説明する．に分け，説明するが，する．マイクロ

【A4-E3】ディジタルとアナログの性質を説明できる．ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，とアナ社）ログの性質を説明できる．の基礎を性質を説明できる．を説明するが，できる．マイクロ
ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，とアナ社）ログの性質を説明できる．の基礎を性質を説明できる．を説明するが，できることを前期中間試験でで60%以上正
解を合格として評価する．を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

【A4-E3】ディジタルとアナログの性質を説明できる．ビットの基礎を意味，2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，文字，整数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値型数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値，実数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値型数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値
の基礎をコードを説明するが，できる．マイクロ整数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値型数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値，実数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値型数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値の基礎をコードで簡単な計算が
できる．マイクロ

ビットの基礎を意味，各種に依存しないように説明するが，2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値コードを説明するが，できることと，数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値コードで簡単な計算
ができること，を前期中間試験でと前期定期試験でで60%以上正解を合格として評価する．を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ
評価する．する．マイクロ

【A4-E3】ディジタルとアナログの性質を説明できる．基本は機種に依存しないように説明するが，的論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わの基礎を説明するが，ができる．マイクロ基本は機種に依存しないように説明するが，的論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わの基礎を組み合わみ合わ合わ
せに分け，よる簡単な論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ構成ができ，その説明ができる．ができ，その基礎を説明するが，ができる．マイクロ

基本は機種に依存しないように説明するが，的論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わの基礎を説明するが，ができること，基本は機種に依存しないように説明するが，的論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わの基礎を組み合わみ合わ合わせに分け，よる簡
単な論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ構成ができ，その説明ができる．ができること，を前期定期試験でとレポートで60%以上正解を合格として評価する．
を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

【A4-E3】ディジタルとアナログの性質を説明できる．マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎をハードウエア，ソフトウエア構成ができ，その説明ができる．を説明するが，で
きる．マイクロ簡単なインタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）フェースを構成ができ，その説明ができる．できる．マイクロ

マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎をハードウエア，ソフトウエア構成ができ，その説明ができる．を説明するが，できることを後期
中間試験でとレポートで60%以上正解を合格として評価する．を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

【A4-E3】ディジタルとアナログの性質を説明できる．マイクロプロセッサが処理できる基本命令を説明できる．が処理できる基本は機種に依存しないように説明するが，命令を説明できる．を説明するが，できる．マイクロ
マイクロプロセッサが処理できる基本命令を説明できる．が処理できる基本は機種に依存しないように説明するが，命令を説明できる．を説明するが，できることを後期中間試験で
で60%以上正解を合格として評価する．を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

【A4-E3】ディジタルとアナログの性質を説明できる．マイクロプロセッサが処理できる基本命令を説明できる．の基礎を行うプログラム処理の方法を説明できる．うプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．処理の基礎を方法を説明できる．を説明するが，できる．マイクロ
マイクロプロセッサが処理できる基本命令を説明できる．の基礎を行うプログラム処理の方法を説明できる．うプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．処理の基礎を方法を説明できる．を説明するが，できることを後期定期
試験でで60%以上正解を合格として評価する．を合格として評価する．として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

【A4-E3】ディジタルとアナログの性質を説明できる．アセンブリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書でサが処理できる基本命令を説明できる．ブプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．，および割り込みプログラムを書割り込みプログラムを書り込みプログラムを書込みプログラムを書み合わプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．を書
く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ場合の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，的な約束事が説明できる．が説明するが，できる．マイクロ

アセンブリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書でサが処理できる基本命令を説明できる．ブプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．，および割り込みプログラムを書割り込みプログラムを書り込みプログラムを書込みプログラムを書み合わプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．を書く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ場合の基礎を基
本は機種に依存しないように説明するが，的な約束事が説明できる．が説明するが，できることを後期定期試験でで60%以上正解を合格として評価する．を合格として評価する．とし
て学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ

成ができ，その説明ができる．績は，試験はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ，試験で85%　レポート15%　として学ぶ．マイクロ評価する．する．マイクロ試験で成ができ，その説明ができる．績は，試験はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ，中間試験でと定期試験での基礎を平均点とする．試験成績とする．マイクロ試験で成ができ，その説明ができる．績は，試験85点とする．試験成績と
レポート評価する．点とする．試験成績15点とする．試験成績の基礎を100点とする．試験成績満点とする．試験成績で60点とする．試験成績以上を合格として評価する．とする．マイクロ

「マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）技術入門」：松田忠重著（コロナ社）コロナ社）社）
「イラストで読むマイクロプロセッサ入門」：グレッド・ワイアント，タッカー・ハーマーストロンム共著（インプレス社）むマイクロプロセッサ入門」：グレッド・ワイアント，タッカー・ハーマーストロンム共著（インプレス社）マイクロプロセッサが処理できる基本命令を説明できる．入門」：グの性質を説明できる．レッド・ワイアント，タ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ッカー・ハーマーストロンム処理の方法を説明できる．共著（コロナ社）インプレス社）
「H8マイコン完全マニュアル」： 藤沢幸穂著（オーム社）マニュアル基礎，」： 藤沢幸穂著（コロナ社）オーム処理の方法を説明できる．社）
「PICマイコン活用を念頭において学ぶ．ハンドブック」 ：トランジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）技術編集部に分け，（コロナ社）CQ出版社）

ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，電子回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ，情報処理，電子回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わII

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電卓でで2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値表示の方法程度は知っていてほしい．計算機におけるハードウエア，ソフトウエア開発の基礎の一部であるのの基礎を方法を説明できる．程度シラバスはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ知っていてほしい．計算機におけるハードウエア，ソフトウエア開発の基礎の一部であるのって学ぶ．マイクロいて学ぶ．マイクロほしい．マイクロ計算機に分け，おけるハードウエア，ソフトウエア開発の基礎の一部であるのの基礎を基礎をの基礎を一部に分け，であるの基礎を
でよく使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ理解を合格として評価する．して学ぶ．マイクロ学んでほしい．マイクロ



授業の計画（計算機工学）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，とアナ社）ログの性質を説明できる．

2 コード化

3 ビット

4

5

6

7 演習

8 中間試験で

9

10 サが処理できる基本命令を説明できる．ンプリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書ングの性質を説明できる．定理と量子化誤差

11 ブール基礎，代数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値

12 いろいろな入出力方式正論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ，負論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わ

13

14

15 前期定期試験で答案確認とマイクロコンピュータの処理方式とマイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎を処理方式

16

17

18

19 汎用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）

20

21

22 中間試験で

23 スタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ック

24

25 アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書 アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書と他のコンピュータ言語の関係，アセンブラ言語とマシン語との関係，アセンブラ言語の構文を学ぶ．の基礎をコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書の基礎を関係，アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書とマシン語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書との基礎を関係，アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書の基礎を構文を学ぶ．マイクロ

26 命令を説明できる．セットの基礎を構成ができ，その説明ができる．

27

28

29 プログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．構成ができ，その説明ができる．

30 定期試験での基礎を答案確認とマイクロコンピュータの処理方式と発の基礎の一部であるの展応用を念頭において学ぶ． 試験での基礎を返却・解を合格として評価する．答・確認とマイクロコンピュータの処理方式の基礎を後，計算機分け，野における発展的な学習について学ぶに分け，おける発の基礎の一部であるの展的な学習に分け，ついて学ぶ．マイクロ学ぶ

前期，後期ともに分け，中間試験でおよび割り込みプログラムを書定期試験でを実施する．する．マイクロ

ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，とはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ何か，アナログとは何か，それぞれどのような性質があるかを学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象すべては，数値にか，アナ社）ログの性質を説明できる．とはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ何か，アナログとは何か，それぞれどのような性質があるかを学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象すべては，数値にか，それぞれどの基礎をような性質を説明できる．があるかを学ぶ．マイクロディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，計算機で扱う対象すべては，数値にう対象すべては，数値にすべて学ぶ．マイクロはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ，数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値に分け，
されなければメならないことを理解を合格として評価する．する．マイクロ

各種に依存しないように説明するが，の基礎をコードを例にコードとは何か学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象はどのようなディジタルコードにされているか，いくつかのに分け，コードとはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ何か，アナログとは何か，それぞれどのような性質があるかを学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象すべては，数値にか学ぶ．マイクロディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，計算機で扱う対象すべては，数値にう対象すべては，数値にはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメどの基礎をようなディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，コードに分け，されて学ぶ．マイクロいるか，いく使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメつかの基礎を
分け，り込みプログラムを書やすい例にコードとは何か学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象はどのようなディジタルコードにされているか，いくつかの，音楽，マシンコード，ASCIIなどで学ぶ．マイクロ

ディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，計算機内部に分け，で扱う対象すべては，数値にう2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値の基礎を位取り，情報の測り方を学ぶ．り込みプログラムを書，情報の基礎を測り方を学ぶ．り込みプログラムを書方を学ぶ．マイクロ

2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現1 2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現，ストレート2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値，オフセット2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値，BCDの基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現を学ぶ．マイクロ

2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現2
2の基礎を補数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形（コロナ社）整数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形）2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値の基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現を学ぶ．マイクロまた，ここで2の基礎を補数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値，16進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値，10進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値との基礎を関係，手計算変換方法を説明できる．，電卓で
を使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメった変換方法を説明できる．を学ぶ．マイクロ演習でこれらの基礎を変換が手計算でできるように分け，する．マイクロ

2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる浮動小数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値点とする．試験成績数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値の基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現 2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる浮動小数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値点とする．試験成績数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値（コロナ社）実数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形）の基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値表現を学ぶ．マイクロ整数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形と実数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形の基礎を特に文字，整数型数値，実数型数値徴と注意点を学ぶ．と注意点とする．試験成績を学ぶ．マイクロ

演習で，2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値に分け，よる浮動小数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値点とする．試験成績数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値と10進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値との基礎を変換が手計算でできるように分け，する．マイクロ整数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値の基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値計算を行うプログラム処理の方法を説明できる．う．マイクロ実数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形2進
数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値の基礎を数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値値計算を行うプログラム処理の方法を説明できる．う．マイクロ

1週目からから7週目からまでが試験で範囲．マイクロ

中間試験で答案確認とマイクロコンピュータの処理方式，AD変換
試験での基礎を返却・解を合格として評価する．答・確認とマイクロコンピュータの処理方式の基礎を後，物理現象すべては，数値にを電圧値で表し，それをディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，コード（コロナ社）オフセット2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値またはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ2の基礎を補数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値形2進数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値）に分け，す
る方法を説明できる．を学ぶ．マイクロAD変換の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，的な特に文字，整数型数値，実数型数値性の基礎を一つである分け，解を合格として評価する．能を学ぶ．を学ぶ．マイクロ

標本は機種に依存しないように説明するが，化する場合の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，定理を学ぶ．マイクロAD変換する場合，それに分け，よって学ぶ．マイクロ避けられない誤差があることを学ぶ．けられない誤差があることを学ぶ．マイクロ

論理とはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ何か，アナログとは何か，それぞれどのような性質があるかを学ぶ．ディジタル計算機で扱う対象すべては，数値にかを学び割り込みプログラムを書，それで算術演算も記憶もできることを学ぶ（復習する）．計算機は人間の行うような論理も算術演算も記憶もできることを学ぶ（コロナ社）復習する）．マイクロ計算機はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ人間の基礎を行うプログラム処理の方法を説明できる．うような論理も算術演算も記憶もできることを学ぶ（復習する）．計算機は人間の行うような論理も算術演算も記憶
もできる．マイクロ

ある種に依存しないように説明するが，の基礎をディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わの基礎を出力はパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメハイレベル基礎，，ローレベル基礎，を出す他のコンピュータ言語の関係，アセンブラ言語とマシン語との関係，アセンブラ言語の構文を学ぶ．に分け，遮断状態になることもできることを学ぶ．また信号の認識のに分け，なることもできることを学ぶ．マイクロまた信号の認識のの基礎を認とマイクロコンピュータの処理方式識のの基礎を
方法を説明できる．に分け，レベル基礎，，エッジ，レベル基礎，でヒステリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書シス特に文字，整数型数値，実数型数値性を使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメう入力があることを学ぶ．マイクロディジタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ル基礎，回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わではパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ正論理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わだけでなく使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ，負論
理回路の説明ができる．基本的論理回路の組み合わが使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメわれる．マイクロ

マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，構成ができ，その説明ができる．1
マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎をハードウエア基本は機種に依存しないように説明するが，構成ができ，その説明ができる．装置(MPU，メモリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書，IOインタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）フェース，バス）を学ぶ．マイクロまた，メカトロニクス基本は機種に依存しないように説明するが，構成ができ，その説明ができる．装
置も学ぶ．マイクロ

マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，構成ができ，その説明ができる．2 マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎をソフトウエア基本は機種に依存しないように説明するが，構成ができ，その説明ができる．（コロナ社）プログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．，データ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）又ははパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメOS，アプリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書ケーション）を学ぶ．マイクロまた，メモリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書内の基礎をソフトウエア
基本は機種に依存しないように説明するが，構成ができ，その説明ができる．（コロナ社）プログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．，データ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）（コロナ社）変数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値，定数コード，特に文字，整数型数値，実数型数値），スタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ック）を学ぶ．マイクロ

試験での基礎を返却・解を合格として評価する．答・確認とマイクロコンピュータの処理方式の基礎を後，マイクロコンピュータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎をハードウエアを使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメって学ぶ．マイクロ，どの基礎をように分け，プログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．処理するか，基本は機種に依存しないように説明するが，方式（コロナ社）ノイマン
方式）を学ぶ．マイクロ

MPUの基礎をハードウエア1 MPUハードウエア構成ができ，その説明ができる．要素(MPU内部に分け，構成ができ，その説明ができる．要素と各種に依存しないように説明するが，バス）の基礎を機能を学ぶ．を学ぶ．マイクロ

MPUの基礎をハードウエア2 ハーバード方式を学ぶ．マイクロPIC紹介．マイクロ

MPUの基礎を命令を説明できる．セットとハードウエア MPUはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメどの基礎をような命令を説明できる．セットを持っているかを学ぶ．って学ぶ．マイクロいるかを学ぶ．マイクロ

MPUはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメどの基礎をような分け，類のレジスタを持っているか説明し，その中の汎用レジスタを説明する．の基礎をレジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）を持っているかを学ぶ．って学ぶ．マイクロいるか説明するが，し，その基礎を中の基礎を汎用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）を説明するが，する．マイクロ

専用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）1 専用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）として学ぶ．マイクロステータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）スレジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），プログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．カウンタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），スタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ックポインタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），インデックスレジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）があるが，ここではパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメ始めのめの基礎を2つ
の基礎を機能を学ぶ．を簡単な命令を説明できる．を使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメって学ぶ．マイクロ学ぶ．マイクロ

専用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）2
専用を念頭において学ぶ．レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）として学ぶ．マイクロステータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）スレジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），プログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．カウンタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），スタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ックポインタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社），インデックスレジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）があるが，ここではパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ックポイ
ンタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）の基礎を機能を学ぶ．を簡単な命令を説明できる．を使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメって学ぶ．マイクロ学ぶ．マイクロ

16週目からから22週目からまでが試験で範囲．マイクロ

スタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ック方式：後入れ先出し方式を学ぶ．マイクロスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）ックはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメサが処理できる基本命令を説明できる．ブプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．，割り込みプログラムを書り込みプログラムを書込みプログラムを書み合わプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．に分け，おいて学ぶ．マイクロなく使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメて学ぶ．マイクロはパーソナルコンピュータとして広く使われているが，メカトロニクスの頭脳でもあるので，どちらかといえばメならないメモリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書であるこ
とを学ぶ．マイクロ

中間試験で解を合格として評価する．答解を合格として評価する．説，PICの基礎をファイル基礎，・レジスタ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社） 試験での基礎を返却・解を合格として評価する．答・確認とマイクロコンピュータの処理方式の基礎を後，PICの基礎をファイル基礎，・レジス（コロナ社）内蔵メモリ，メモリ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書，IO）などの基礎をハードウエア構成ができ，その説明ができる．を説明するが，する．マイクロ

アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書の基礎を命令を説明できる．部に分け，の基礎を構成ができ，その説明ができる．を学ぶ．マイクロPICの基礎を命令を説明できる．セット（コロナ社）オペコードの基礎を種に依存しないように説明するが，類のレジスタを持っているか説明し，その中の汎用レジスタを説明する．1（コロナ社）データ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）転送），2（コロナ社）演算などデータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）加工），3（コロナ社）分け，岐やや
コール基礎，），4（コロナ社）MPU制御）を学ぶ．マイクロ

命令を説明できる．セットの基礎を構成ができ，その説明ができる．と疑似命令を説明できる．1
疑似命令を説明できる．の基礎を文法を説明できる．（コロナ社）ラベル基礎，，オペコード，オペランド，コメント）を学ぶ．マイクロPICの基礎をデータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）転送命令を説明できる．の基礎を文法を説明できる．（コロナ社）ラベル基礎，，オペコード，オペランド，
コメント）を学ぶ．マイクロ

命令を説明できる．セットの基礎を構成ができ，その説明ができる．と疑似命令を説明できる．2 PICの基礎を演算などデータ技術入門」：松田忠重・佐藤徹哉共著（コロナ社）加工命令を説明できる．，分け，岐や命令を説明できる．の基礎を文法を説明できる．（コロナ社）ラベル基礎，，オペコード，オペランド，コメント）を学ぶ．マイクロ

アセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書に分け，よるプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．構成ができ，その説明ができる．（コロナ社）メイン，サが処理できる基本命令を説明できる．ブ，割り込みプログラムを書り込みプログラムを書込みプログラムを書み合わプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．）を学ぶ．マイクロアセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書に分け，よるメインとサが処理できる基本命令を説明できる．ブプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．の基礎を
書き方の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，を学ぶ．マイクロアセンブラ言語でサブプログラム，および割り込みプログラムを書に分け，よる割り込みプログラムを書り込みプログラムを書込みプログラムを書み合わプログの性質を説明できる．ラム処理の方法を説明できる．の基礎を書き方の基礎を基本は機種に依存しないように説明するが，を学ぶ．マイクロ

備など）
考
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